
（令和６年５月信州母子保健推進センター発行）

令和６年度が始まり、早一か月半が経ちました。
今月は、5月5日からの1週間「児童福祉週間」がありました。子どもや家庭、子どもの健やかな成長に
ついて考える機会となりました。
今回は、妊娠・出産の健康管理に関わる情報などをお伝えします。

NIPT(非侵襲性出生前遺伝学的検査・新型出生前診断)に関すること
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信州母子保健推進センターだより No.２

先天梅毒対策の啓発について

◆先天梅毒対策の啓発リーフレットについて（４月１７日付メール配信）
近年、梅毒の報告数の増加に伴い、妊婦梅毒及び先天梅毒の年間報告数が増加しており、その周知・啓発
は大変重要です。
妊婦健診で感染症の検査を行いますが、妊娠前の方への周知もぜひお願いします。
リーフレットは、厚生労働省のホームページから印刷できます。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou/seikansenshou/

◆出生前検査認証制度等運営委員会にて作成された、チラシがあります。
チラシ活用留意事項を確認していただき、ご理解の上、母子健康手帳交付等に活用ください。
※出生前検査認証制度等運営委員会ホームページ：

https://jams-prenatal.jp/concerned-person/municipality/

◆ NIPTに関する臨床研究における課題と対応(見解）について（５月１５日付メール配信）

NIPT検査は、認証されている医療機関で検査が可能ですが、認証制度の枠組みの外では、分析的妥当性
や臨床的妥当性が確立していない出生前診断が、適切な遺伝カウンセリングや十分な支援体制がない中で
実施されている、という指摘もあります。
また、NIPT検査の臨床研究の実施を重ねているところで、医学的・倫理的・社会的影響等様々な観点から
慎重に検討がされています。
今回、「 NIPT 等の出生前検査に関する専門委員会」から、「NIPTの臨床研究における課題と対応（見
解）」が取りまとめられましたので、ご覧ください。
市町村の皆さまも、今後の動向にも注視しながら、検査を勧めるだけでなく、妊娠・出産・育児に関する包括
的な支援の一環として、必要な情報提供と支援を組み合わせて対応をお願いします。

◆子どもの安全・事故防止

令和6年5月着衣型の浮き輪の注意喚起がされています。

毎年7月には、こどもの事故防止週間（毎年7月の第4週）がありますので、適時の周知もお願いします。

※独立行政法人 国民生活センターホームページ：https://www.kokusen.go.jp/news/news.html

（基幹施設と連携施設）

基幹施設は、連携施設で対応が困難な点に

ついて補う役割があります。
基幹施設

・信州大学医学部附属病院 YS(よりそい・ささえる）外来

連携施設

・長野県立こども病院 出生前相談外来（いちご外来）
・飯田市立病院 いぶき（息吹枝）外来
・独立行政法人国立病院機構 信州上田医療センター
・西澤産婦人科クリニック
・長野赤十字病院 なないろ外来

◆長野県内の認証医療機関（基幹施設・連携施設）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/
https://jams-prenatal.jp/concerned-person/municipality/
https://www.kokusen.go.jp/news/news.html
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お読みいただいたご感想・ご意見をお寄せください。よろしくお願いします。

担当圏域 母子保健推進員 連絡先

佐久・上田・長野・北信 森谷 妙子
長野県庁 保健・疾病対策課
０２６－２３５－７１４１（直通電話）諏訪・伊那・飯田・木曽・松本・大北 嶋田 マユミ

センターからのお知らせ

低出生体重児を出産されたお母さんやご家族のための長野県版の冊子が、４月から分娩を取扱う医療機関
で配布しています。
また、小さく生まれたお子さんの特徴や気をつけたいこと、先輩ママからの応援メッセージなど、冊子に載りきら
なかった情報を長野県ホームページに、「ながのリトルベビーハンドブック『たいせつなきみ』プラス」として掲載し
ていますので、冊子と合わせて活用くださるよう、ご案内をお願いします。

【配布対象】

①1,500g未満で生まれたお子さんのご家族

②1,500g～2,500g未満で生まれたお子さんのご家族のうち希望者

※すでに出産されているご家族から冊子の希望があった場合は、出産された病院で
定期受診の際にもらうよう説明していただくか、ホームページからダウンロードし印
刷してお渡しいただくなどご協力をお願いします。

NPO法人アレルギーを考える母の会から、『アレルギーの「保健指導」と母子保健事業における具体的な展

開』DVDが配布されました。

（4月24日付 市町村アレルギー疾患対策担当係長様へ郵送）

保健指導を行う際の参考としてご活用ください。

○収録内容

NPO法人アレルギーを考える母の会主催オンライン研修会

令和５年１２月１５日開催分 約180分

講師 古川真弓先生 さいわいこどもクリニック

前東京都立小児総合医療センターアレルギー科

監修 大矢幸弘先生 国立成育医療研究センターアレルギーセンター長

※DVDの他、下記も併せて参考にしてください。

・アレルギーポータル（日本アレルギー学会）

https://allergyportal.jp/

・「小児のアレルギー疾患 保身指導の手引き2023年改訂版」

https://allergyportal.jp/bookend/guideline/

研修会 開催日 内容 申し込み

母子保健
技術研修
会Ⅰ

令和6年
６月17日（月）
10:３０～１５:３０

講義 「乳幼児健康診査の基本のきほん」など
開催方法： 集合及びWeb配信によるハイブリット研修
＊詳細は５月１４日配信のメールをご覧ください。
＊グループワーク以外は、Web配信できるよう準備を進め
ています。

6月3日（月）まで

母子保健
専門研修
会Ⅰ

令和6年
７月６日（土）
10：00～16：00

長野県・長野県助産師会・長野県看護協会共催研修会
「周産期メンタルヘルス支援体制の構築を考える
‐長野県の周産期看護をつなぐために‐」
＊詳細は５月１６日配信のメールをご覧ください。

５月３１日（金）まで
延長しました。

○研修会について

○ながのリトルベビーハンドブック「たいせつなきみ」について

○アレルギーの保健指導に関すること

https://allergyportal.jp/
https://allergyportal.jp/bookend/guideline/

